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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】光効率を向上させた有機発光表示装置を提供す
る。
【解決手段】有機発光表示装置１０１は、基板本体１１
１と、前記基板本体の上に形成された有機発光素子７０
と、前記有機発光素子の上に形成されたキャッピングレ
イヤ５００とを含む。前記キャッピングレイヤは、互い
に異なる屈折率を有する複層膜を含む。前記キャッピン
グレイヤは、一つ以上の高屈折膜５１０と、前記高屈折
膜の屈折率よりも低い屈折率を有する一つ以上の低屈折
膜５２０とが交互的に積層される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板本体と、
　前記基板本体の上に形成された有機発光素子と、
　前記有機発光素子の上に形成されたキャッピングレイヤと、
を含み、
　前記キャッピングレイヤは、互いに異なる屈折率を有する複層膜を含む有機発光表示装
置。
【請求項２】
　前記キャッピングレイヤは、一つ以上の高屈折膜と、前記高屈折膜の屈折率よりも低い
屈折率を有する一つ以上の低屈折膜とが交互的に積層される、請求項１に記載の有機発光
表示装置。
【請求項３】
　前記有機発光素子と相対的に最も遠く離れた最上層には前記高屈折膜が配置される、請
求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記高屈折膜は、１．７より大きいか、または同一であり、２．７より小さい範囲内の
屈折率を有する、請求項２または請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記高屈折膜は、無機物質及び有機物質のいずれか一つ以上の物質からなる、請求項２
～４のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記高屈折膜を構成する前記無機物質は、酸化亜鉛（ｚｎｉｃ　ｏｘｉｄｅ）、酸化チ
タニウム（ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化ジルコニウム（ｚｉｒｃｏｎｉｕｍ　
ｏｘｉｄｅ）、酸化窒素（ｓｉｌｉｃｏｎ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、酸化ニオブ（ｎｉｏｂｉ
ｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化タンタル（ｔａｎｔａｌｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化錫（ｔｉｎ
　ｏｘｉｄｅ）、酸化ニッケル（ｎｉｃｋｅｌ　ｏｘｉｄｅ）、窒化インジウム（ｉｎｄ
ｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、及び窒化ガリウム（ｇａｌｌｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）のい
ずれか一つ以上を含む、請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記高屈折膜を構成する前記有機物質はポリマーである、請求項５または請求項６に記
載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記低屈折膜は、１．３より大きく、１．７より小さい範囲内の屈折率を有する、請求
項２～７のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記低屈折膜は、無機物質及び有機物質のいずれか一つ以上の物質からなる、請求項２
～８のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記低屈折膜を構成する前記無機物質は、酸化ケイ素（ｓｉｌｉｃｏｎ　ｏｘｉｄｅ）
及びフッ化マグネシウム（ｍａｇｎｅｓｉｕｍ　ｆｌｕｏｒｉｄｅ）のいずれか一つ以上
を含む、請求項９に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記低屈折膜を構成する前記有機物質はポリマーである、請求項９または請求項１０に
記載の有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記基板本体と合着して密封され、前記有機発光素子をカバーする封止基板をさらに含
み、
　前記封止基板と前記有機発光素子とは互いに離隔する、請求項１～１１のいずれか１項
に記載の有機発光表示装置。
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【請求項１３】
　前記封止基板と前記有機発光素子との間の離隔空間に配置された空気層をさらに含む、
請求項１２に記載の有機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記封止基板と前記有機発光素子との間の離隔空間に配置された充填材をさらに含む、
請求項１２に記載の有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記充填材は、前記高屈折膜より相対的に低い屈折率を有する、請求項１４に記載の有
機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記充填材はポリマーのような有機物質からなる、請求項１４または請求項１５に記載
の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記有機発光素子は、第１電極と、前記第１電極の上に形成された有機発光層と、前記
有機発光層の上に形成され、相対的に前記キャッピングレイヤと最も近く配置された第２
電極とを含み、
　前記第２電極は、透明物質及び半透過物質のいずれか一つの物質で形成される、請求項
１～１６のいずれか１項に記載の有機発光表示装置。
【請求項１８】
　前記第１電極は反射膜で形成される、請求項１７に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関し、より詳しくは、光効率を向上させた有機発光表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ　ｄ
ｉｓｐｌａｙ）は、光を放出する有機発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）を有して画像を表す自発光型表示装置である。有機発光表示装置
は、液晶表示装置（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙａｙ）とは異なって
別途の光源を要しないので、相対的に厚さと重量を減らすことができる。また、有機発光
表示装置は、低い消費電力、高い輝度、及び高い反応速度などの高品位特性を表すので、
携帯用電子機器の次世代表示装置として注目されている。
【０００３】
　一般に、有機発光素子は、正孔注入電極、有機発光層、及び電子注入電極を有する。有
機発光素子は、正孔注入電極から供給を受けた正孔と、電子注入電極から供給を受けた電
子とが、有機発光層内で結合して形成された励起子（ｅｘｃｉｔｏｎ）が基底状態に落ち
るときに発生するエネルギーによって光を発生する。
【０００４】
　現在、有機発光表示装置の利用可能性を高めるために、有機発光層で発生した光を効果
的に抽出して、光効率を向上させることができる多様な方法が要求されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記背景技術の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、光効
率を向上させた有機発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態による有機発光表示装置は、基板本体と、前記基板本体の上に形成さ
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れた有機発光素子と、前記有機発光素子の上に形成されたキャッピングレイヤとを含む。
そして、前記キャッピングレイヤは互いに異なる屈折率を有する複層膜を含む。
【０００７】
　前記キャッピングレイヤは、一つ以上の高屈折膜と、前記高屈折膜の屈折率よりも低い
屈折率を有する一つ以上の低屈折膜とを交互的に積層することができる。
【０００８】
　前記有機発光素子と相対的に最も遠く離れた最上層には、前記高屈折膜を配置すること
ができる。
【０００９】
　前記高屈折膜は、１．７より大きいか、または同一であり、２.７より小さい範囲内の
屈折率を有することができる。
【００１０】
　前記高屈折膜は、無機物質及び有機物質のいずれか一つ以上の物質で作ることができる
。
【００１１】
　前記高屈折膜を構成する前記無機物質は、酸化亜鉛（ｚｎｉｃ　ｏｘｉｄｅ）、酸化チ
タニウム（ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化ジルコニウム（ｚｉｒｃｏｎｉｕｍ　
ｏｘｉｄｅ）、酸化窒素（ｓｉｌｉｃｏｎ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、酸化ニオブ（ｎｉｏｂｉ
ｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化タンタル（ｔａｎｔａｌｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化錫（ｔｉｎ
ｏｘｉｄｅ）、酸化ニッケル（ｎｉｃｋｅｌ　ｏｘｉｄｅ）、窒化インジウム（ｉｎｄｉ
ｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、及び窒化ガリウム（ｇａｌｌｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）のいず
れか一つ以上を含むことができる。
【００１２】
　前記高屈折膜を構成する前記有機物質はポリマーである構成とすることができる。
【００１３】
　前記低屈折膜は、１．３より大きく、１．７より小さい範囲内の屈折率を有することが
できる。
【００１４】
　前記低屈折膜は、無機物質及び有機物質のいずれか一つ以上の物質で作ることができる
。
【００１５】
　前記低屈折膜を構成する前記無機物質は、酸化ケイ素（ｓｉｌｉｃｏｎ　ｏｘｉｄｅ）
及びフッ化マグネシウム（ｍａｇｎｅｓｉｕｍ　ｆｌｕｏｒｉｄｅ）のいずれか一つ以上
を含むことができる。
【００１６】
　前記低屈折膜を構成する前記有機物質はポリマーである構成とすることができる。
【００１７】
　前記基板本体と合着して密封され、前記有機発光素子をカバーする封止基板をさらに含
み、前記封止基板と前記有機発光素子とは互いに離隔する構成とすることができる。
【００１８】
　前記封止基板と前記有機発光素子との間の離隔空間に配置された空気層をさらに含むこ
とができる。
【００１９】
　前記封止基板と前記有機発光素子との間の離隔空間に配置された充填材をさらに含むこ
とができる。
【００２０】
　前記充填材は、前記高屈折膜より相対的に低い屈折率を有することができる。
【００２１】
　前記充填材はポリマーのような有機物質で作ることができる。
【００２２】
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　前記有機発光表示装置において、前記有機発光素子は、第１電極と、前記第１電極の上
に形成された有機発光層と、前記有機発光層の上に形成され、相対的に前記キャッピング
レイヤと最も近く配置された第２電極とを含むことができる。そして、前記第２電極は透
明物質及び半透過物質のうちのいずれか一つの物質で形成することができる。
【００２３】
　前記第１電極は反射膜で形成することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の実施形態によれば、有機発光表示装置は光効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１実施形態による有機発光表示装置の画素配置図である。
【図２】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図３】本発明の第２実施形態による有機発光表示装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、添付した図面を参照しながら、本発明の種々の実施形態について本発明が属する
技術分野で通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は種
々の相異な形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
【００２７】
　また、種々の実施形態において、同一の構成を有する構成要素に対しては同一の符号を
付けて代表的に第１実施形態で説明し、その他の第２実施形態では第１実施形態とは異な
る構成についてのみ説明する。
【００２８】
　本発明を明確に説明するために、説明上不必要な部分は省略し、明細書の全体にわたっ
て同一または類似する構成要素に対しては同一の参照符号を付ける。
【００２９】
　また、図面に示した各構成の大きさ及び厚さは、説明の便宜のために任意で表したので
、本発明が必ずしも図示したものに限られることではない。
【００３０】
　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。また
、図面において、説明の便宜上、一部層及び領域の厚さを誇張して表した。層、膜、領域
、板などの部分が他の部分「の上」または「上」にあるというとき、これは他の部分の「
直ぐ上」にある場合だけでなく、その中間にまた他の部分がある場合も含む。
【００３１】
　以下、図１及び図２を参照して、本発明の第１実施形態について説明する。
【００３２】
　図１及び図２に示したように、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置１０１は
、基板本体１１１、駆動回路部ＤＣ、有機発光素子７０、キャッピングレイヤ５００、及
び封止基板２１０を含む。そして、有機発光表示装置１０１は、バッファ層１２０及び画
素定義膜１９０をさらに含むことができる。
【００３３】
　基板本体１１１は、ガラス、石英、セラミック、及びプラスチックなどからなる絶縁性
基板で形成することができる。しかし、本発明の第１実施形態がこれに限定されることで
はなく、基板本体１１１をステンレス鋼などからなる金属性基板で形成することも可能で
ある。
【００３４】
　バッファ層１２０は基板本体１１１上に配置される。また、バッファ層１２０は、多様
な無機膜及び有機膜のいずれか一つ以上の膜で形成できる。バッファ層１２０は、不純元
素または水分のように不必要な成分が駆動回路部ＤＣや有機発光素子７０に侵入すること
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を防止すると同時に、表面を平坦化する役割を果たす。しかし、バッファ層１２０は必ず
必要なものではなく、基板本体１１１の種類及び工程条件によって省略することもできる
。
【００３５】
　駆動回路部ＤＣはバッファ層１２０上に形成される。駆動回路部ＤＣは、複数の薄膜ト
ランジスタ１０、２０を含み、有機発光素子７０を駆動する。つまり、有機発光素子７０
は、駆動回路部ＤＣから伝達された駆動信号によって光を放出して画像を表わす。
【００３６】
　有機発光素子７０は、駆動回路部ＤＣから伝達された駆動信号によって光を放出する。
また、有機発光素子７０は、正孔を注入するアノード（ａｎｏｄｅ）電極の第１電極７１
０、電子を注入するカソード（ｃａｔｈｏｄｅ）電極の第２電極７３０、及び第１電極７
１０と第２電極７３０との間に配置された有機発光層７２０を含む。つまり、第１電極７
１０、有機発光層７２０、及び第２電極７３０が順次に積層されて有機発光素子７０を形
成する。しかし、本発明の第１実施形態がこれに限定されることではない。したがって、
第１電極７１０がカソード電極となり、第２電極７３０がアノード電極となることも可能
である。
【００３７】
　本発明の第１実施形態において、第１電極７１０は反射膜で形成され、第２電極７３０
は半透過膜で形成される。したがって、有機発光層７２０で発生した光は第２電極７３０
を通過して放出する。つまり、本発明の第１実施形態における有機発光表示装置１０１は
前面発光型の構造を有する。
【００３８】
　反射膜及び半透過膜は、マグネシウム（Ｍｇ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、カルシウム
（Ｃａ）、リチウム（Ｌｉ）、クロム（Ｃｒ）、及びアルミニウム（Ａｌ）のいずれか一
つ以上の金属またはこれらの合金を使用して作る。この時、反射膜と半透過膜は厚さによ
り決定される。一般に、半透過膜は２００ｎｍ以下の厚さを有する。半透過膜は、厚さが
薄くなるほど光の透過率が高くなり、厚さが厚くなるほど光の透過率が低くなる。
【００３９】
　また、第１電極７１０は透明導電膜をさらに含むことができる。つまり、第１電極７１
０は反射膜と透明導電膜とを含む多重層構造を有することができる。第１電極７１０の透
明導電膜は反射膜と有機発光層７２０との間に配置される。また、第１電極７１０は、透
明導電膜、反射膜、及び透明導電膜が順次に積層された３重膜構造に形成することもある
。
【００４０】
　透明導電膜はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　
Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＺｎＯ（酸化亜鉛）またはＩｎ２Ｏ３（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｏｘｉ
ｄｅ）などの物質を使用して作る。透明導電膜は、相対的に高い仕事関数を有する。した
がって、第１電極７１０が透明導電膜を有するようになると、第１電極７１０を通じた正
孔注入が円滑になる。
【００４１】
　一方、第２電極７３０は透明導電膜で形成することも可能である。第２電極７３０が透
明導電膜で形成される場合、第２電極７３０は正孔を注入するアノード電極となり得る。
このとき、第１電極７１０は反射膜だけで形成されたカソード電極となり得る。
【００４２】
　また、有機発光層７２０は、発光層、正孔注入層（ｈｏｌｅ　ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌ
ａｙｅｒ、ＨＩＬ）、正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ、
ＨＴＬ）、電子輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ、Ｅ
ＴＬ）、及び電子注入層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ、ＥＩＬ
）のいずれか一つ以上を含む多重膜で形成される。上述した種々の層のうち、発光層を除
いた他の層は必要に応じて省略できる。有機発光層７２０が上述した全ての層を含むとき
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、正孔注入層がアノード電極の第１電極７１０上に配置され、その上に正孔輸送層、発光
層、電子輸送層、電子注入層が順次に積層される。また、有機発光層７２０は必要に応じ
て他の層をさらに含むこともできる。
【００４３】
　画素定義膜１９０は開口部１９０５を有する。画素定義膜１９０の開口部１９０５は第
１電極の一部を露出する。そして、画素定義膜１９０の開口部１９０５の内で、第１電極
７１０、有機発光層７２０、及び第２電極７３０が順次に積層される。ここで、第２電極
７３０は、有機発光層７２０だけでなく、画素定義膜１９０の上にも形成される。一方、
有機発光層７２０のうち、発光層を除いた他の層は画素定義膜１９０と第２電極７３０と
の間にも配置することができる。有機発光素子７０は、画素定義膜１９０の開口部１９０
５の内に位置した有機発光層７２０で光を発生させる。つまり、画素定義膜１９０の開口
部１９０５は発光領域を定義する。
【００４４】
　キャッピングレイヤ５００は有機発光素子７０の上に形成される。キャッピングレイヤ
５００は、基本的に有機発光素子７０を保護すると同時に、有機発光層７２０で発生した
光が効率的に外部に向かって放出するように助ける役割を果たす。
【００４５】
　また、キャッピングレイヤ５００は互いに異なる屈折率を有する複層膜を含む。これに
より、キャッピングレイヤ５００は有機発光素子７０の有機発光層７２０から放出した光
の抽出率を高め、光効率を向上させる。
【００４６】
　具体的に、キャッピングレイヤ５００は、一つ以上の高屈折膜５１０と、一つ以上の低
屈折膜５２０とが交互的に積層された構造を有する。図２では、一つの高屈折膜５１０と
一つの低屈折膜５２０を示したが、本発明の第１実施形態がこれに限定されることではな
い。
【００４７】
　また、有機発光素子７０と最も遠く離れた最上層には高屈折膜５１０が配置される。つ
まり、キャッピングレイヤ５００の最上層は高屈折膜５１０である。
【００４８】
　高屈折膜５１０は１．７より大きいか、または同一であり、２．７より小さい範囲内の
屈折率を有する。また、高屈折膜５１０は、無機物質及び有機物質のいずれか一つ以上の
物質で作られる。つまり、高屈折膜５１０は、無機膜または有機膜で作られるか、または
、無機粒子が含まれている有機膜で作られる。
【００４９】
　高屈折膜５１０に使用できる無機物質は、例えば、酸化亜鉛（ｚｎｉｃ　ｏｘｉｄｅ）
、酸化チタニウム（ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化ジルコニウム（ｚｉｒｃｏｎ
ｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化窒素（ｓｉｌｉｃｏｎ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、酸化ニオブ（ｎ
ｉｏｂｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化タンタル（ｔａｎｔａｌｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、酸化錫
（ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、酸化ニッケル（ｎｉｃｋｅｌ　ｏｘｉｄｅ）、窒化インジウム
（ｉｎｄｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄｅ）、及び窒化ガリウム（ｇａｌｌｉｕｍ　ｎｉｔｒｉｄ
ｅ）などとすることができる。
【００５０】
　高屈折膜５１０に使用できる有機物質はポリマーである。例えば、キャッピングレイヤ
５００として使用できる一般的な有機物質は、アクリル（ａｃｒｙｌｉｃ）、ポリイミド
（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ）、及びポリアミド（ｐｏｌｙａｍｉｄｅ）などがある。特に、高
屈折膜５１０に使用できる有機物質は、ポリ（３，４－エチレンジオキシチオフェン）（
Ｐｏｌｙ（３，４－ｅｔｈｙｌｅｎｅ　ｄｉｏｘｙ　ｔｈｉｏｐｈｅｎｅ）、ＰＥＤＯＴ
）、４，４’－ビス[Ｎ－（３－メチルフェニル）－Ｎ－フェニルアミノ]ビフェニル（Ｔ
ＰＤ）、４，４’，４’’－トリス[（３－メチルフェニル）フェニルアミノ]トリフェニ
ルアミン（ｍ－ＭＴＤＡＴＡ）、１，３，５－トリス[Ｎ、Ｎ－ビス（２－メチルフェニ
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ル）－アミノ]－ベンゼン（ｏ－ＭＴＤＡＢ）、１，３，５－トリス[Ｎ、Ｎ－ビス（３－
メチルフェニル）－アミノ]－ベンゼン（ｍ－ＭＴＤＡＢ）、１，３，５－トリス[Ｎ、Ｎ
－ビス４－メチルフェニル）－アミノ]－ベンゼン（ｐ－ＭＴＤＡＢ）、４，４'－ビス[
Ｎ、Ｎ－ビス（３－メチルフェニル）－アミノ]－ジフェニルメタン（ＢＰＰＭ）、４，
４'－ジカルバゾリル－１，１’－ビフェニル（ＣＢＰ）、４，４’，４’’－トリス（
Ｎ－カルバゾール）トリフェニルアミン（ＴＣＴＡ）、２，２，’，２’’－（１、３、
５－ベンゼントリル）トリス－[１－フェニル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール]（ＴＰＢＩ）
、及び３－（４－ビフェニル）－４－フェニル－５－ｔ－ブチルフェニル－１、２、４－
トリアゾール（ＴＡＺ）などがある。
【００５１】
　低屈折膜５２０は１．３より大きく、１．７より小さい範囲内の屈折率を有する。また
、低屈折膜５２０も無機物質及び有機物質のいずれか一つ以上の物質で作られる。つまり
、低屈折膜５２０も無機膜または有機膜で作られるか、または無機粒子が含まれている有
機膜で作られる。
【００５２】
　低屈折膜５２０に使用できる無機物質は、例えば、酸化ケイ素（ｓｉｌｉｃｏｎ　ｏｘ
ｉｄｅ）及びフッ化マグネシウム（ｍａｇｎｅｓｉｕｍ　ｆｌｕｏｒｉｄｅ）などが挙げ
られる。
【００５３】
　低屈折膜５２０に使用できる有機物質もポリマーである。例えば、低屈折膜に使用でき
る有機物質は、アクリル（ａｃｒｙｌｉｃ）、ポリイミド（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ）、ポリ
アミド（ｐｏｌｙａｍｉｄｅ）、及びＡｌｑ３（Ｔｒｉｓ（８－ｈｙｄｒｏｘｙｑｕｉｎ
ｏｌｉｎａｔｏ）ａｌｕｍｉｎｉｕｍ）などがある。
【００５４】
　また、本発明の第１実施形態で、高屈折膜５１０及び低屈折膜５２０として使用できる
素材が上述したものに限定されることではない。したがって、高屈折膜５１０及び低屈折
膜５２０は当該技術分野の従事者に公知された多様な物質で作ることができる。
【００５５】
　一例として、低屈折膜５２０はほぼ２０ｎｍ～３０ｎｍ範囲内の厚さを有し、高屈折膜
５１０はほぼ１１０ｎｍ～１２０ｎｍ範囲内の厚さを有する。低屈折膜５２０と高屈折膜
５１０の厚さが上述した範囲内に属するとき、有機発光層７２０から放出してキャッピン
グレイヤ５００を通過する光の光効率が９０％以上増加できる。しかし、本発明の第１実
施形態は上述したことに限定されない。したがって、低屈折膜５２０及び高屈折膜５１０
の厚さは必要に応じて適切に調節することができる。
【００５６】
　封止基板２１０は、ガラス、石英、セラミック、及びプラスチックなどからなる透明な
絶縁性基板である。封止基板２１０は、基板本体１１１と合着して密封され、有機発光素
子７０をカバーする。このとき、封止基板２１０と有機発光素子７０とは互いに離隔する
。そして、封止基板２１０と基板本体１１１との間の空間はシラント（図示せず）によっ
て密封される。
【００５７】
　また、封止基板２１０と有機発光素子７０との離隔空間には空気層３００が配置される
。空気層３００は高屈折膜より低い屈折率を有する。
【００５８】
　このような構成により、本発明の第１実施形態による有機発光表示装置１０１は、キャ
ッピングレイヤ５００を通じて光効率を向上させることができる。
【００５９】
　キャッピングレイヤ５００の高屈折膜５１０と低屈折膜５２０と間の屈折率差により、
有機発光層７０から放出した光の一部はキャッピングレイヤ５００を透過し、他の一部は
キャッピングレイヤ５００によって反射する。具体的に、光は高屈折膜５１０と低屈折膜
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５２０の界面、または高屈折膜５１０と空気層３００の界面で反射する。
【００６０】
　キャッピングレイヤ５００によって反射した光は、第１電極７１０または第２電極７２
０で再び反射し、反射と反射を繰り返しながら増幅される。また、キャッピングレイヤ５
００の内部においても反射を繰り返しながら増幅されることもできる。つまり、高屈折膜
５１０と低屈折膜５２０の界面と、高屈折膜５１０と空気層３００の界面の間で反射を繰
り返すことができる。
【００６１】
　このような共振効果により、有機発光表示装置１０１は、光を効果的に増幅して光効率
を向上させることができる。
【００６２】
　また、高屈折膜５１０と低屈折膜５２０との屈折率差によって高屈折膜５１０と低屈折
膜５２０の界面で光が反射するので、高屈折膜５１０と低屈折膜５２０は互いに適切な屈
折率差を有することが好ましい。また、高屈折膜５１０と相接する空気層３００は低屈折
物質と見なされる。空気層３００は約１の屈折率を有する。
【００６３】
　したがって、高屈折膜５１０及び低屈折膜５２０がそれぞれ有する屈折率は、空気層３
００の屈折率と各屈折膜５１０、５２０の製造に使用される素材の特性を考慮して、決め
られた範囲内の屈折率を有する。つまり、高屈折膜５１０の屈折率は、高屈折膜５１０の
素材として使用される成分により、１．７以上２．７未満の屈折率を有するようになる。
そして、低屈折膜５２０の屈折率は、低屈折膜５２０の素材として使用される成分により
、１．３以上１．７未満の屈折率を有するようになる。このとき、同一の素材を使用して
も、製造工法によって高屈折膜５１０及び低屈折膜５２０が有する屈折率は変わることが
ある。
【００６４】
　以下、駆動回路部ＤＣ及び有機発光素子７０の構造について、詳細に説明する。
【００６５】
　図１及び図２では、一つの画素に、二つの薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔ
ｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）１０、２０と、一つの蓄電素子（ｃａｐａｃｉｔｏｒ）８
０を備えた２Ｔｒ－１Ｃａｐ構造の能動駆動（ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ、ＡＭ）型有
機発光表示装置１０１を示しているが、本発明の第１実施形態がこれに限定されることで
はない。したがって、有機発光表示装置１０１は、一つの画素に、三つ以上の薄膜トラン
ジスタと、二つ以上の蓄電素子を備えてもよく、別途の配線がさらに形成されて多様な構
造を有するように形成することもできる。ここで、画素は画像を表わす最小単位を言い、
有機発光表示装置１０１は複数の画素を通じて画像を表わす。
【００６６】
　一つの画素ごとに、それぞれスイッチング薄膜トランジスタ１０、駆動薄膜トランジス
タ２０、蓄電素子８０、及び有機発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）７０が形成される。ここで、スイッチング薄膜トランジス
タ１０、駆動薄膜トランジスタ２０、及び蓄電素子８０を含む構成を駆動回路部ＤＣとい
う。そして、一方向に沿って配置されるゲートライン１５１、ゲートライン１５１と絶縁
交差するデータライン１７１、及び共通電源ライン１７２も形成される。一つの画素は、
ゲートライン１５１、データライン１７１、及び共通電源ライン１７２を境界と定義され
るが、必ずしもこれに限定されることではない。
【００６７】
　有機発光素子７０は、第１電極７１０、第１電極７１０上に形成された有機発光層７２
０、及び有機発光層７２０上に形成された第２電極７３０を含む。第１電極７１０及び第
２電極７３０からそれぞれ正孔と電子が有機発光層７２０の内部に注入される。注入され
た正孔と電子とが結合したエクシトン（ｅｘｉｔｏｎ）が励起状態から基底状態に落ちる
とき発光に行われる。
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【００６８】
　蓄電素子８０は、層間絶縁膜１６０を介在して配置された一対の蓄電板１５８、１７８
を含む。ここで、層間絶縁膜１６０は誘電体となる。蓄電素子８０で蓄電された電荷と両
蓄電板１５８、１７８の間の電圧によって蓄電容量が決定される。
【００６９】
　スイッチング薄膜トランジスタ１０は、スイッチング半導体層１３１、スイッチングゲ
ート電極１５２、スイッチングソース電極１７３、及びスイッチングドレイン電極１７４
を含む。駆動薄膜トランジスタ２０は、駆動半導体層１３２、駆動ゲート電極１５５、駆
動ソース電極１７６、及び駆動ドレイン電極１７７を含む。
【００７０】
　スイッチング薄膜トランジスタ１０は、発光させようとする画素を選択するスイッチン
グ素子として使用される。スイッチングゲート電極１５２はゲートライン１５１に接続さ
れる。スイッチングソース電極１７３はデータライン１７１に接続される。スイッチング
ドレイン電極１７４はスイッチングソース電極１７３から離隔して配置され、いずれか一
つの蓄電板１５８と接続される。
【００７１】
　駆動薄膜トランジスタ２０は、選択された画素内の有機発光素子７０の有機発光層７２
０を発光させるための駆動電源を画素電極７１０に印加する。駆動ゲート電極１５５は、
スイッチングドレイン電極１７４と接続された蓄電板１５８と接続される。駆動ソース電
極１７６及び他の一つの蓄電板１７８は、それぞれ共通電源ライン１７２と接続される。
駆動ドレイン電極１７７は、コンタクトホールを通じて有機発光素子７０の画素電極７１
０と接続される。
【００７２】
　このような構造により、スイッチング薄膜トランジスタ１０は、ゲートライン１５１に
印加されるゲート電圧によって作動して、データライン１７１に印加されるデータ電圧を
駆動薄膜トランジスタ２０に伝達する役割を果たす。共通電源ライン１７２から駆動薄膜
トランジスタ２０に印加される共通電圧と、スイッチング薄膜トランジスタ１０から伝達
されたデータ電圧との差に相当する電圧が蓄電素子８０に保存され、蓄電素子８０に保存
された電圧に対応する電流が駆動薄膜トランジスタ２０を通じて有機発光素子７０に流れ
て、有機発光素子７０が発光するようになる。
【００７３】
　以下、図３を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。
【００７４】
　図３に示したように、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１０２は、有機発
光素子７０と封止基板２１０との間の離隔空間に配置された充填材４００を含む。充填材
４００は、空気層３００に代って有機発光表示装置１０２の内部空間を満たす。
【００７５】
　充填材４００は、１．７以下の屈折率を有する有機物質、つまり、ポリマーで形成され
る。つまり、充填材４００は、キャッピングレイヤ５００の高屈折膜５１０より低い屈折
率を有する。
【００７６】
　このような構成により、本発明の第２実施形態による有機発光表示装置１０２は、キャ
ッピングレイヤ５００を通じて光効率を向上させることができる。
【００７７】
　また、充填材４００は、有機発光表示装置１０２の内部空間を満たすので、有機発光表
示装置１０２の機構強度及び耐久性が向上することができる。
【００７８】
　以上、本発明について好ましい実施形態を通じて説明したが、本発明はこれらに限定さ
れず、次に記載する特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り、多様な修正及び変形
が可能であることを本発明が属する技術分野における者であれば簡単に理解できる。
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【符号の説明】
【００７９】
７０　　有機発光素子、
１０１、１０２　　有機発光表示装置、
１１１　　基板本体、
２１０　　封止基板、
３００　　空気層、
４００　　充填材、
５００　　キャッピングレイヤ、
５１０　　高屈折膜、
５２０　　低屈折膜、
７１０　　第１電極、
７２０　　有機発光層、
７３０　　第２電極。

【図１】 【図２】
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专利名称(译) 有机発光表示装置
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申请号 JP2010181356 申请日 2010-08-13
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IPC分类号 H05B33/02 H05B33/04 H01L51/50 H05B33/24
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摘要(译)

提供了具有改善的光效率的有机发光显示装置。 有机发光二极管显示器
（101）包括基板主体（111），形成在基板主体上的有机发光器件
（70）以及形成在有机发光器件上的覆盖层（500）。 覆盖层包括具有
不同折射率的多层膜。 覆盖层包括至少一个高折射率膜510和至少一个
低折射率膜520，该低折射率膜520的折射率低于高折射率膜的折射率。 
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